
表１．粟島へき地出張診療所の受診状況
平成１３年１１月～平成１４年８月末
（粟島の総人口 ４０８名）

定期テレビ電話診療 ５２１名
時間外（緊急）テレビ電話診療 １０８名
医師出張診療（６月～８月） ２１０名
計 ８３９名
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目的・方法：平成１３年４月より当院から看護師１名
が４ヶ月交替で、粟島へき地出張診療所にて看護活動
を行なっている。成績・結論：昨年１１月からのテレビ
電話診療受診者も８３９名となり、テレビ電話診療が定
着してきている。又、種々な医療機器が導入され、島
にいながら慢性疾患の治療が可能となった。１年が経
過し、テレビ電話を中心とする粟島の遠隔診療は、更
に島民の生活に定着してきている。医療機器が導入さ
れたことで、本土の医療機関に行かなくても良くなっ
た。島内で治療ができるようになったことで、今後、
保健師と共に看護師も島民の健康管理に参加し指導し
ていくことが必要となってきた。テレビ電話において
医師の指示に基づいて治療を行なっていくが、無医村
であることから初診は看護師が行なうため多様な患者
の状態に対応できる充分な意識や判断力が必要であ
る。
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緒 言

粟島浦村の総人口は、平成１４年１０月現在４０８名であ
る。そのうち高齢者の割合は、３８．７％で高齢者が多い
ことがわかる。そのため医療を必要とする島民も多く
なってきている。粟島浦村は、昭和３４年以降無医村と
なり、昭和３６年に粟島へき地出張診療所が開設され
た。平成１３年４月より診療所の運営が当院に委託さ
れ、粟島浦村の看護師と共に診療所の業務を行うこと
になった。当院から看護師１名を４ヶ月交替で粟島へ
き地出張診療所に派遣し、看護活動を行なっている。
平成１４年４月に、新しく保健福祉複合施設ができ、
その施設内に診療所も入った。昨年１１月から始まった
テレビ電話による遠隔診療は、現在では島民にも受診
方法が定着してきた。また、診療所は、医療機器の導
入により医療機関としての機能が大幅に広がってい
る。
１年を通した、粟島へき地出張診療所での看護活動
について報告する。

対象・結果・考察

１．粟島医療の現状
平成１２年までは診療医と FAX通信による診療を行

なっていた。しかし、当院が診療を行なうようになっ
てから、１月から５月、９月から１２月の期間は、週２
回病院と定期テレビ電話診療を行なっている。
６月から８月の期間は、観光客が多くなるため、テ
レビ電話診療の替わりに毎週日曜日、診療所におい
て、出張医師による診療を行なっている。急患に関し
ては、２４時間対応で、必要時テレビ電話診療で病院と
の連携を図っている。昨年１１月からの受診状況は表
１．の通りで、テレビ電話診療が着実に定着してきて
いることが分かる。
平成１４年度には、超音波診断装置、心電図装置、当

院が独自に開発した聴診器音拡大装置が新規導入さ
れ、医師がテレビ電話を通じ画像や聴診音を直接診察
に活用されるようになった。又、血液検体を分離させ
病院へ送る為の遠心分離装置、尿分析装置を使用する
ことで、島にいながら血糖値や抗凝固療法等のコント
ロールが可能となった。
これらの医療機器導入により、平成１４年９月より、

基本健診の要精検者に対して定期テレビ診療にて検
査・指示ができるようになった。

２．看護活動について
診療所における看護業務としては、定期受診者に対
する血圧測定、テレビ診療介助、継続内服指示薬の調
剤・服薬指導、使用器材の消毒業務、診察後の会計処
理がある。また、急患に対する処置、病院との連絡等
がある。今年度より、健診業務が加わり、保健活動も
行なっている。
これまで５人の看護師が診療所で勤務し、さまざま
は困難に遭遇してきた。
冬季間、本土と島を繋ぐ航路が２往復と便数が減
り、その上日本海はシケが続き汽船の欠航が多くな
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る。昨年度１２月、１月は、３割強の欠航があり、本土
と島の往来が困難となった。テレビ電話診療ができる
とは言っても、無医村ということの不安は冬場特に強
く感じ、私達の任の重さをしみじみ感じる期間でも
あった。欠航になると、医師からの検査指示が出され
ても血液検体を病院に搬送できず、検体の取り直しと
なることが多々あった。又、急患があっても病院に搬
送できず、テレビ診療にて医師の指示、監視のもとで
処置をしなければならなかった。
夏季には、汽船の欠航は少ないが、観光シーズンで
もあり、島外からの観光客が多く診療所には島民以外
の受診者が増える。６月から８月の間で観光客だけで
９３名の受診者があった。その半数が海での切創・ウ
ニ、釣り針の刺入などの外傷で、日曜診療以外の平日
や夜間にも受診者が多い。外傷の場合、看護師がテレ
ビ診療で医師の指示のもと、スキンステプラーによる
縫合・局部麻酔・切開などの外傷処置を行なってき
た。医師がテレビ電話で指示し見守っていてくれてい
るとはいえ、医師がいない中で処置をすることの私達
の不安は大きく、十分な知識や技術が要求される。
また、夏季は保健事業としての住民の基本健診・婦
人科検診・乳がん健診等がある。健診後の二次検診、
保健指導を保健師とともにしていかなければならな
い。平成１５年度からは、保健師が不在になるので、い
きいき体操会（８０歳以上対象）・わくわく体操会（５０
歳以上対象）を計画し、参加者の健康チェックをして
いかなければならない。今後、診療業務だけでなく、
保健活動がおおきな役割になってくると思われる。

結 語

１）テレビ電話診療を中心とする粟島の遠隔診療は、
さらに島民の生活に定着しつつある。

２）遠心分離機などの医療機器の導入により、診療所
において慢性疾患の管理も可能となった。保健師
と共に島民の健康管理に参加し指導していく必要
がある。

３）初診は私達看護師が行なうため、多様な患者の状
態に対応できる十分な知識や判断が必要である。

４）平成１４年９月からテレビ電話診療にて基本検診の

二次検診を行なっている。これにより、二次検診
の受診を確実にしていくことができ、疾病の早期
発見、早期治療に繋がるものと思われる。また、
今までは慢性疾患の放置や診療の中断も見られた
が、今後減少していくものと思う。

５）後も、粟島島民の健康管理に参加し、活動してい
きたいと考える。

Health care at Branch clinic in Awashima Island of a doc-
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Summary
Objective and study design：One nurse comes to
Awashima Island by turns from Murakami General Hospi-
tal for four months from April，２００１ and works on nurs-
ing in the branch clinic in the island. Results and Conclu-
sion：８３９ cases had a medical examination through a
videotelephone from last November and this videotele-
phone medicine were firmly established in a medical ex-
amination and treatment. In addition, various chronic dis-
eases could be treated with the introduced medical ma-
chinery in this island. It became necessary for nurses to
participate in health care of an island with public health
nurses. Because this telemedicine is based on instructions
of a doctor in videotelephone, though the first medical ex-
amination depending on a nurse in a doctorless clinic, the
enough consciousness and judgment to cope with a patient
is required.
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